
〈金剛坂遺跡〉
　金剛坂遺跡は祓川右岸の河岸段丘上に位置
しており、縄文時代中期から晩期にかけてて
の遺物が出土しています。中期の土器は終末
期頃の深鉢形、後期のものは沈線文を施す土
器が出土しています。中でも完形で出土した
環状壷形土器は考古学的に価値が高く、町の
有形文化財に指定されています。

〈西出遺跡〉
　祓川右岸の沖積平野の微高地に位置する縄文
時代から鎌倉時代にかけての遺跡です。三重県
埋蔵文化財センターによる調査では縄文時代の
明確な遺構は確認されませんでしたが、人面土
板が出土しました。この人面土板は当時の祭祀
について知る手かがりとなる貴重な資料です。

〈西浦遺跡〉
　西浦遺跡は祓川右岸の
砂堆地に位置する縄文か
ら中世の遺跡です。西浦
遺跡がある砂堆は長年に
かけて繰り返し堆積した

〈コドノＢ遺跡〉
　コドノＢ遺跡は南部丘陵地に位置する旧石器時代から
続く遺跡です。縄文時代早期の遺物が出土しているほか、
後期の土器も出土しているこの場所は河岸段丘上に位置
しています。水害対策になるなど、暮らしの場所として
適した立地であったことが伺えます。

明和町内の縄文遺跡

土地のため、遺構がある層が何層にも分かれています。
発掘調査では中世の遺物が出土する層よりもさらに深い
層から無文の縄文土器が出土しました。器形から中期の
ものと推定されています。
　

〈神殿遺跡〉
　神殿遺跡からは主に東北地方に見
られる独鈷石と呼ばれる用途不明遺
物が出土しました。県内でも数点し
か見つかっていません。
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　縄文時代の遺跡は旧石器時代に比べて丘陵地から平地での定住となりました。
その平地でも遺跡の位置をみると、川沿いにある台地、微高地上に集中します。
これは水害の心配のない、安定した生活が可能な場所を選んでいたからといえま
す。現在の集落と比べてみると、遺跡が分布する台地上には集落があり、低い土
地は田んぼや畑が広がっています。今も昔も生活の場は決まった場所に作られる
のです。
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明和町文化財解説シート

　先人が残した小さな足跡　～縄文時代編～

〈明和町の縄文遺跡〉
　縄文時代は旧石器時代に続く時代で、その始まりは土器の出現と弓矢の出現が基準となっています。
現在本州で最も古い土器は約 1 万 5000 年前とされています。その後、紀元前 3 世紀頃までの約 1 万
3000 年続いた縄文時代は草創期、早期、前期、中期、後期、晩期の 6つの時期に区分されています。

〈縄文時代の石器　－城山遺跡・戸峯古墳群出土ー〉

　明和町にある縄文時代の遺跡は草創期から晩期にかけて確認されてい
ます。草創期の遺物として土器は確認されていませんが、上村池Ａ遺跡
からこの時期の神子柴型石斧が出土しています。
　土器は早期から確認されており、底が尖り、彫刻した木の棒を転がし
て文様を付ける押型文土器が主流となります。またこの時期の弓矢の矢
じりである石鏃は魚形や五角形をしているのも特徴です。明和町ではコ
ドノＡ遺跡・Ｂ遺跡などからこの時期の遺物が出土しています。

　中期の遺跡として金剛坂遺跡があります。金剛坂遺跡からは中期の北白川 C 式土器がわずかですが出
土しています。口縁部付近には北白川Ｃ式にみられる文様が確認できます。また金剛坂遺跡からは後期
の土器も多く出土しています。

　　   押型文土器　　　  魚形石鏃
　　　　　　 コドノＢ遺跡出土
（押型文土器：三重県埋蔵文化財センター蔵）

　前期の遺跡については、現在まで断定的な遺物が町内では確認されていません。明和町に限らず三重
県内の周辺地域でも前期については、ほとんど空白地帯といえる時代となります。

北白川追分町遺跡（京都府）　　　大石遺跡（三重県）　　　　　　　　　　　金剛坂遺跡

〈金剛坂遺跡と北白川Ｃ式〉
　金剛坂遺跡から出土した土器に
は口縁部に、隆起線で楕円を作り
、その中に刻線を施した文様が見
られます。この文様は北白川C式
の特徴です。
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　後期の遺物として、後葉の土器がコドノ B 遺跡から出土しています。コドノ B 遺跡出土土器には、無
文の器面で、口縁部には縁に沿って数条の沈線を巡らしている深鉢があります。これは宮滝式に分類さ
れるものです。晩期の遺物に関しては土器は発見されていませんが、晩期から弥生時代にかけて見られ
る形状をした石鏃が数点出土しています。

〈石鏃の製作技法　－コドノ B遺跡出土品からー〉
　コドノ B 遺跡からは石鏃などの石器と、それらを製作した際にできる剥片が多く出土しました。この
資料から当時の製作技法を知ることができます。割り出した剥片を片面から押圧剥離により形を整え、
次に反対の面から押圧剥離により薄く仕上げていきます。

剥片　　　　　　　　　　　　片面加工　　　　　　　　　　両面加工

押圧剥離 押圧剥離

　縄文時代は旧石器時代に代わり食料の調達や調理方法、生活の習慣が大きく変わりました。狩猟がメ
インの生活から、住居を設けて定住するようになりました。
　このような変化に伴い、使用される道具はより多様になりました。明和町内では城山遺跡や戸峯古墳
群などの遺跡から様々な種類の石器が古くから発見されてきました。
　これらの石器資料から当時の生活を知ることができます。

石皿（城山遺跡）
　木の実を砕いたり、イモを擦
る際に台として使用した道具。
磨石とセットで使用しました。

凹石（城山遺跡）
　固い木の実を割るため
の道具。長く使用するこ
とで中心がへこんだ形に
なっていきます。

叩石（戸峯古墳群）
　物を加工する際に使用した道具。
中央に使用痕が見られるほか、側
面にもへこみが見られます。これ
は石器を作る際に使った痕跡です。

　

磨製石斧（戸峯古墳群）
　木を切るのに使用した斧。切ると
いうより、何度も叩くことで木の繊
維を断ち切るような使い方でした。
　
　

石鏃（戸峯古墳群）
　矢の先に付けられた矢じり。
時期や地域によって形は異な
り、この石鏃は縄文時代晩期
から弥生時代にみられます。
　

石棒（城山遺跡）
　男性器を模したもので、祭祀に使用
されたとするのが通説となっています。
城山遺跡からは４点の石棒が発見され
ており、装飾付きのものもあります。
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